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【発行日】平成30年3月29日(2018.3.29)
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   Ｇ０６Ｆ   3/0481   (2013.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/0481   　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月14日(2018.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子通信ユーザインタフェースにおいて没入型ドキュメントビューを提供する方法であ
って、
　１つまたは複数の電子通信が配置される通信ペインを提供するステップであり、前記１
つまたは複数の電子通信のうちの少なくとも１つが、コンテンツアイテム添付物を含むス
テップと、
　前記コンテンツアイテム添付物の選択に応答して、没入型ビューペイン内に関連するコ
ンテンツアイテムを表示して、前記表示されたコンテンツアイテムおよび前記１つまたは
複数の電子通信の両方を、前記電子通信ユーザインタフェースの単一の表示で見ることを
可能にするステップと、を含み、
　前記没入型ビューペインに関する前記通信ペインの位置は、前記電子通信ユーザインタ
フェースの単一の表示内で、左から右に並ぶ向き、右から左に並ぶ向き、上から下に並ぶ
向き、及び下から上に並ぶ向きのうち一つの向きであり、
　前記電子通信ユーザインタフェース内で利用可能な表示スペースが、前記通信ペインお
よび前記没入型ビューペインの両方を表示するのに不十分であるとき、前記通信ペインの
表示を一部切り欠いて、前記没入型ビューペインの表示を可能にする
、方法。
【請求項２】
　前記通信ペイン内に配置される前記１つまたは複数の電子通信が、通信スレッドを含み
、前記没入型ビューペイン内の前記表示されたコンテンツアイテムの表示を維持しながら
、前記通信ペイン内で前記通信スレッドを含む前記１つまたは複数の通信の間を移動する
ことを可能にするステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記通信スレッドを含む前記移動している通信のうちの１つに添付された第２のコンテ
ンツアイテム添付物の選択に応答して、前記没入型ビューペイン内の前記表示されている
コンテンツアイテムの表示を、前記第２のコンテンツアイテム添付物に関連する第２のコ
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ンテンツアイテムの表示で置換するステップをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記通信ペイン内に配置される前記１つまたは複数の電子通信が、最も古い受信通信が
前記通信スレッドの最上部に配置されて、前記通信スレッドを下方に移動することによっ
て連続的により新しい電子通信に移動していくことができるようになっている、古いもの
から新しいものに向かう受信順序で配置される、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　追加の通信が応答通信または新たな通信として前記通信スレッドに追加された場合に、
前記追加の通信を前記通信スレッドの最下部に、前記通信スレッドの最新の通信として追
加する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記コンテンツアイテム添付物の前記選択に応答して、２次ユーザインタフェースを、
ポップアウト２次インタフェースとして前記コンピュータ生成電子通信ユーザインタフェ
ースの上に表示するステップと、
　前記通信ペインおよび前記没入型ビューペインを前記ポップアウト２次インタフェース
に表示するステップと、
　前記コンピュータ生成電子通信ユーザインタフェースを前記通信ペインを提供する前の
表示状態に復帰させるステップとをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ポップアウト２次インタフェースと前記コンピュータ生成電子通信ユーザインタフ
ェースとの間の移動を可能にして、コマンドに応じて前記２つのインタフェースのコンテ
ンツの選択的な閲覧を可能にするステップをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ポップアウト２次インタフェースを前記コンピュータ生成電子通信インタフェース
内に選択的に戻すことを可能にして、前記コンピュータ生成電子通信インタフェースが、
前記ポップアウト２次インタフェースを前記コンピュータ生成電子通信インタフェースか
らポップアウトさせる前の表示状態に復帰するようにするステップをさらに含む、請求項
６に記載の方法。
【請求項９】
　前記通信ペインに含まれる任意の通信に対する任意の変更または追加を受信したことに
応答して、あるいは前記没入型ビューペインに表示される任意のコンテンツアイテムに対
する任意の変更を受信したことに応答して、任意の通信に対する前記変更または追加、あ
るいは任意のコンテンツアイテムに対する変更が、前記電子通信ユーザインタフェースに
含まれる、または表示される、対応する通信またはコンテンツアイテムに自動的に反映さ
れる、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　ディスプレイと電子的に通信するプロセッサを含むシステムであって、前記プロセッサ
は、前記ディスプレイにコンピュータ生成ユーザインタフェースを表示させる命令を実行
し、前記コンピュータ生成ユーザインタフェースは、
　１つまたは複数の電子通信が配置される通信ペインと、
　前記１つまたは複数の電子通信のうちの１つに含まれるコンテンツアイテム添付物の選
択に応答して表示される没入型ビューペインであり、前記コンテンツアイテムに関連する
コンテンツアイテムが表示される没入型ビューペインとを含み、
　前記通信ペインおよび前記没入型ビューペインが、前記コンピュータ生成ユーザインタ
フェースに表示されて、前記通信ペインおよび前記没入型ビューペインの両方を、前記コ
ンピュータ生成ユーザインタフェースの単一の表示内で見ることができるようにし、
　前記没入型ビューペインに関する前記通信ペインの位置は、前記コンピュータ生成ユー
ザインタフェースの単一の表示内で、左から右に並ぶ向き、右から左に並ぶ向き、上から
下に並ぶ向き、及び下から上に並ぶ向きのうち一つの向きであり、
　前記コンピュータ生成ユーザインタフェース内で利用可能な表示スペースが、前記通信
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ペインおよび前記没入型ビューペインの両方を表示するのに不十分である場合に、前記通
信ペインの表示を一部切り欠いて、前記没入型ビューペインの表示を可能にする、
システム。
【請求項１１】
　前記通信ペインおよび前記没入型ビューペインが、横に並ぶ向きで前記コンピュータ生
成ユーザインタフェースに表示される、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記通信ペインおよび前記没入型ビューペインが、前記上下に並ぶ向きで前記コンピュ
ータ生成ユーザインタフェースに表示される、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　電子通信アイテムのうちの１つまたは複数を表示する１次インタフェースと、
　前記１次インタフェースから電子通信アイテムが選択されたときに前記１次インタフェ
ースの上に表示される、前記通信ペインおよび前記没入型ビューペインを表示するポップ
アウト２次インタフェースであり、前記通信ペインに配置された前記１つまたは複数の電
子通信が、前記１次インタフェースからの前記電子通信アイテムの前記選択に応答して前
記通信ペインに表示される関連通信である、ポップアウト２次インタフェースとをさらに
含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１４】
　プロセッサによって実行されたときに、電子通信ユーザインタフェースにおいて没入型
ドキュメントビューを提供する方法を実行するコンピュータ実行可能命令を含むコンピュ
ータ可読媒体であって、前記方法が、
　１つまたは複数の電子通信が配置される通信ペインを提供するステップであり、前記１
つまたは複数の電子通信のうちの少なくとも１つが、コンテンツアイテム添付物を含むス
テップと、
　前記コンテンツアイテム添付物の選択に応答して、没入型ビューペイン内に関連するコ
ンテンツアイテムを表示して、前記表示されたコンテンツアイテムおよび前記１つまたは
複数の電子通信の両方を、前記電子通信ユーザインタフェースの単一の表示で見ることを
可能にするステップとを含み、
　前記通信ペイン内に配置される前記１つまたは複数の電子通信が、通信スレッドを含み
、前記方法が、前記没入型ビューペイン内の前記表示されたコンテンツアイテムの表示を
維持しながら、前記通信ペイン内で前記通信スレッドを含む前記１つまたは複数の通信の
間を移動することを可能にするステップと、を含み、
　前記没入型ビューペインに関する前記通信ペインの位置は、前記電子通信ユーザインタ
フェースの単一の表示内で、左から右に並ぶ向き、右から左に並ぶ向き、上から下に並ぶ
向き、及び下から上に並ぶ向きのうち一つの向きであり、
　前記電子通信ユーザインタフェース内で利用可能な表示スペースが、前記通信ペインお
よび前記没入型ビューペインの両方を表示するのに不十分であるとき、前記通信ペインの
表示を一部切り欠いて、前記没入型ビューペインの表示を可能にする、コンピュータ可読
媒体。
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